
　

本
県
で
は
衆
議

院
総
選
挙
と
併
せ

て
参
議
院
補
欠
選

挙
が
行
わ
れ
て
い

る
。
補
選
は
議
員

の
不
祥
事
に
伴
う

辞
職
に
よ
り
実
施

さ
れ
、
補
選
だ
け

で
８
億
円
余
り
の

経
費
を
要
す
る
と
の
こ
と
で
あ

る
。
今
度
こ
そ
は
し
っ
か
り
と

し
た
選
択
を
し
た
い
▼
本
県
で

は
１
９
８
７
年
に
自
民
党
の
現

職
議
員
の
死
去
に
伴
い
、
参
議

院
補
欠
選
挙
が
行
わ
れ
た
。
自

民
党
は
死
去
し
た
議
員
の
配
偶

者
を
擁
立
し
、
こ
れ
に
対
し
て

当
時
県
職
労
を
含
む
労
働
組
合

が
支
援
し
て
い
た
日
本
社
会
党

は
、
元
岩
手
県
教
職
員
組
合
委

員
長
で
元
衆
議
院
議
員
の
小
川

仁
一
氏
を
擁
立
し
た
▼
当
時
、

自
民
党
・
中
曽
根
内
閣
は
大
型

間
接
税
「
売
上
税
」
法
案
を
国

会
に
提
出
し
、
国
民
の
反
発
が

強
か
っ
た
。
こ
の
補
欠
選
挙
で

は
、
社
会
党
の
小
川
氏
が
自
民

党
候
補
に
圧
勝
し
、
25
年
ぶ
り

に
社
会
党
が
本
県
で
参
議
院
議

員
の
議
席
を
獲
得
し
た
。
こ
れ

を
き
っ
か
け
に
、
「
売
上
税
」

法
案
は
廃
案
と
な
っ
た
。
岩
手

県
民
の
声
が
国
を
動
か
し
た
▼

そ
の
後
、
自
民
党
・
竹
下
内
閣

が
国
会
で
間
接
税
「
消
費
税
」

法
案
を
強
行
採
決
で
成
立
さ
せ
、

１
９
８
９
年
４
月
に
施
行
さ
れ

た
。
以
来
、
数
度
の
改
正
を
経

て
現
在
に
至
る
。
税
制
は
選
挙

で
選
ば
れ
た
代
表
者
が
決
め
る
。

こ
の
こ
と
を
改
め
て
認
識
し
た

い
も
の
で
あ
る
。
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10
月
９
日
、
岩
手
県
地
方
公
務
員
共
闘
会
議
（
議
長
：
佐
藤
工
岩
教
組
委
員
長
）
は
、

２
０
２
４
県
人
事
委
員
会
勧
告
に
向
け
た
最
終
局
面
と
な
る
渡
辺
人
事
委
員
長
と
の
交
渉
を

行
い
、
大
型
ハ
ガ
キ
署
名
（
１
６
３
２
枚
・
１
１
４
８
９
筆
）
と
要
請
打
電
（
５
１
２
通
）

に
記
さ
れ
た
組
合
員
の
声
と
と
も
に
、
前
進
回
答
を
求
め
た
。
そ
の
結
果
、
月
例
給
・
一
時

金
と
も
国
と
同
水
準
程
度
の
プ
ラ
ス
較
差
に
よ
る
３
年
連
続
の
引
上
げ
勧
告
と
な
る
見
通
し

が
示
さ
れ
た
。
人
事
委
員
会
勧
告
は
10
月
18
日
に
行
わ
れ
る
見
通
し
で
あ
り
、
勧
告
・
報
告

を
受
け
て
取
り
組
み
は
確
定
闘
争
に
移
行
す
る
。

【
主
な
回
答
】

 

勧
告
日

　

10
月
18
日
を
想
定
。

 

月
例
給
・
一
時
金

　

月
例
給
は
職
員
給
与
が
35
万

　

参
議
院
議
員
岩
手
選
挙
区
補

欠
選
挙
が
10
月
10
日
告
示
・
10

月
27
日
投
開
票
、
衆
議
院
議
員

総
選
挙
が
10
月
15
日
公
示
・
10

月
27
日
投
開
票
の
日
程
で
行
わ

れ
て
い
る
。

　

県
職
労
で
は
、
こ
れ
ま
で
の

当
該
候
補
者
本
人
や
所
属
政
党

月
例
給
・
一
時
金
　
国
と
同
水
準
の
プ
ラ
ス
改
定
へ

10
・
９
人
事
委
員
長
交
渉

10
・
９
人
事
委
員
長
交
渉

地
公
共
闘

地
公
共
闘

２
千
円
余
、
民
間
が
36
万
３
千

円
余
。
国
家
公
務
員
と
同
程
度

の
プ
ラ
ス
較
差
の
見
込
み
。
一

時
金
は
国
家
公
務
員
の
官
民
較

差
（
＋
０
・
01
月
）
と
同
程
度

の
較
差
の
見
込
み
。
月
例
給
は

給
料
表
の
改
定
、
一
時
金
に
つ

い
て
も
引
上
げ
改
定
の
方
向
。

今
後
の
委
員
会
に
お
い
て
具
体

的
な
内
容
を
決
定
す
る
。

　

交
渉
団
か
ら
は
、
較
差
に
基

づ
く
給
与
改
定
に
加
え
て
、
初

任
給
格
付
改
善
は
不
可
欠
で
あ

り
、
昇
給
制
度
と
あ
わ
せ
入
職

後
の
将
来
見
通
し
が
持
て
る
改

定
を
行
う
よ
う
求
め
た
。

 

諸
手
当
改
善

　

通
勤
手
当
は
、
新
幹
線
及
び

高
速
道
路
料
金
に
つ
い
て
、
限

度
額
引
上
げ
及
び
要
件
緩
和
を

行
う
考
え
。
パ
ー
ク
＆
ラ
イ
ド

の
駐
車
料
金
に
つ
い
て
は
、
通

勤
実
態
や
他
県
状
況
等
か
ら
直

ち
に
見
直
す
状
況
に
な
い
。

　

寒
冷
地
手
当
は
、
国
に
準
じ

て
引
上
げ
る
方
向
。
支
給
地
域

の
市
町
村
に
つ
い
て
も
、
国
と

同
様
に
見
直
す
方
向
。
（
本
県

で
は
、
２
０
２
５
年
４
月
か
ら

大
船
渡
市
が
追
加
）

　

配
偶
者
の
扶
養
手
当
は
、
配

偶
者
の
働
き
方
に
中
立
と
な
る

社
会
情
勢
の
変
化
は
、
本
県
も

国
と
同
じ
よ
う
な
状
況
。
扶
養

手
当
の
取
扱
い
は
、
経
過
措
置

を
含
め
、
国
・
他
県
の
状
況
を

踏
ま
え
判
断
し
た
い
。

　

交
渉
団
か
ら
は
、
岩
手
の
物

価
水
準
は
全
国
上
位
で
あ
り
、

諸
手
当
の
改
善
も
不
可
欠
で
あ

る
こ
と
、
国
が
来
年
度
実
施
と

し
た
再
任
用
へ
の
生
活
関
連
手

当
支
給
は
私
た
ち
が
不
十
分
だ

と
し
て
ず
っ
と
求
め
て
き
た
も

の
で
あ
り
、
来
年
度
と
言
わ
ず

速
や
か
に
勧
告
実
施
す
る
こ
と

等
を
求
め
た
。

 

休
暇
の
拡
充

　

子
等
の
看
護
休
暇
に
つ
い
て
、

本
県
は
国
を
上
回
る
措
置
で
、

休
暇
の
対
象
と
な
る
子
の
年
齢

を
22
歳
の
年
度
末
ま
で
と
し
て

お
り
、
感
染
症
に
よ
る
学
級
閉

鎖
も
休
暇
の
対
象
に
し
て
い
る
。

国
の
改
正
状
況
を
踏
ま
え
、

「
行
事
参
加
」
を
休
暇
の
対
象

に
加
え
る
検
討
が
必
要
と
考
え

て
い
る
。

　

交
渉
団
か
ら
は
、
日
数
や
対

象
者
の
よ
り
一
層
の
拡
充
を
求

め
た
。

労
働
安
全
衛
生
対
策

　

労
働
基
準
監
督
権
限
の
適
正

発
揮
に
つ
い
て
、
年
間
３
６
０

時
間
を
超
え
る
時
間
外
勤
務

（
学
校
職
場
の
場
合
は
在
校

等
）
を
し
て
い
る
職
員
が
い
る

等
、
問
題
の
あ
る
事
業
場
に
つ

い
て
は
、
文
書
指
導
や
現
地
指

導
を
行
っ
て
い
る
。

【
確
定
闘
争
に
向
け
て
】

　

全
世
代
で
の
月
例
給
・
一
時

金
の
引
上
げ
勧
告
、
通
勤
手
当

で
新
幹
線
及
び
高
速
道
路
料
金

の
改
善
、
寒
冷
地
手
当
の
改
善
、

子
等
の
看
護
休
暇
の
拡
充
に
つ

い
て
回
答
を
引
き
出
し
た
こ
と

は
大
き
な
成
果
と
い
え
る
。
一

方
で
、
通
勤
手
当
の
パ
ー
ク
＆

ラ
イ
ド
駐
車
料
金
や
、
住
居
手

当
な
ど
、
今
後
も
継
続
す
る
課

題
も
多
い
。

　

18
日
の
県
人
事
委
員
会
勧
告

を
受
け
て
、
取
り
組
み
は
確
定

闘
争
に
移
行
す
る
。
課
題
解
決

に
向
け
県
職
労
に
結
集
し
、
全

力
で
取
り
組
み
を
進
め
よ
う
。

の
実
績
、
諸
情
勢
、
自
治
労
県

本
部
の
推
薦
決
定
等
を
踏
ま
え
、

政
策
が
県
職
労
方
針
に
合
致
す

る
も
の
と
判
断
し
、
次
の
候
補

者
及
び
政
党
の
推
薦
を
決
定
し

た
。

　

組
合
員
の
皆
様
の
支
持
拡
大

に
つ
い
て
、
御
協
力
を
お
願
い

す
る
。

 

参
議
院
議
員
補
欠
選
挙

【
岩
手
選
挙
区
推
薦
候
補
】

　

木
戸
口　

英
司　

61
歳

　
　

元
職
１
期　

立
憲
民
主
党

　

木
戸
口
氏
は
９
月
18
日
、
県

職
労
本
部
に
来
訪
し
、
「
地
域

の
課
題
は
県
庁
に
集
ま
っ
て
く

る
。
県
職
員
の
み
な
さ
ん
と
も

協
力
し
な
が
ら
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
」
と
決
意
を
述
べ
る
と

と
も
に
、
自
ら
県
職
労
に
推
薦

要
請
を
行
っ
た
。

 

衆
議
院
議
員
総
選
挙

【
岩
手
１
区
推
薦
候
補
】

　

し
な　

た
け
し　

58
歳

　
　

前
職
６
期　

立
憲
民
主
党

【
岩
手
２
区
推
薦
候
補
】

　

中
村　

ゆ
き
こ　

59
歳

　
　

新
人　

立
憲
民
主
党

【
岩
手
３
区
推
薦
候
補
】

　

小
沢　

一
郎　

82
歳

　
　

前
職
18
期 

立
憲
民
主
党

【
比
例
代
表
推
薦
政
党
】

　

立
憲
民
主
党

▲大型ハガキ署名を手渡す佐藤地公共闘議長（左）

木戸口　英司
（立憲民主党・元職1期）

しな　たけし
（立憲民主党・前職6期）

中村　ゆきこ
（立憲民主党・新人）

小沢　一郎
（立憲民主党・前職18期）

参
議
院
議
員
補
欠
選
挙

【
岩
手
選
挙
区
推
薦
候
補
】

衆
議
院
議
員
総
選
挙

【
岩
手
１
区
推
薦
候
補
】

【
岩
手
２
区
推
薦
候
補
】

【
岩
手
３
区
推
薦
候
補
】

県
職
労
の
推
薦
決
定

10
・
27  

参
院
補
選
・
衆
院
選

青年婦人部スポーツ交流会を開催します！
　この間、コロナ禍等により開催できていなかった本部青年婦人部主催の
交流会について約 5 年ぶりに開催します。スポーツ交流会としてソフトバ
レーボールなどを予定しています。体を動かすいい機会ですので、各支部
から多くの参加をお願いします。

日時：11月23日 ( 土 )　13：00～ 16：00

場所：滝沢市東部体育館 (滝沢市大崎94-7 )

参集範囲：青年婦人部員及び未加入の新採用職員
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▲日本軍が行った性暴力の犠牲を展示したパネル

▲自治労県本部第60回定期大会のようす

　

気
仙
支
部
の
青
年
婦
人
部
で

は
、
10
月
４
日
（
金
）
、
昼
食

交
流
会
を
開
催
し
た
。
当
日
は

新
採
用
職
員
５
人
、
先
輩
組
合

 

南
京
大
虐
殺
記
念
館
①

　

平
和
の
旅
２
日
目
の
７
月
14

日
は
南
京
大
虐
殺
の
史
実
展

を
見
学
し
た
。
こ
の
施
設
は
、

１
９
３
７
年
に
起
き
た
南
京
事

　

９
月
28
日
、
エ
ス
ポ
ワ
ー
ル

い
わ
て
に
お
い
て
、
自
治
労
岩

手
県
本
部
第
60
回
定
期
大
会
が

開
催
さ
れ
、
自
治
労
本
部
石
上

千
博
中
央
執
行
委
員
長
、
自
治

労
組
織
内
鬼
木
ま
こ
と
参
議
院

議
員
ら
が
大
会
に
駆
け
付
け
た
。

▲「百人斬り」競争が掲載された記事
　

県
職
労
気
仙
支
部
は
９
月
27

日
に
２
０
２
４
年
度
の
支
部
役

員
選
挙
結
果
を
公
示
し
た
。
立

候
補
者
全
員
が
信
任
さ
れ
新
体

制
を
確
立
し
た
。

　

支
部
長
に
は
口
岩
喜
幸
さ
ん

（
土
木
セ
ン
タ
ー
分
会
）
が
選

出
さ
れ
た
。

　

役
職
・
氏
名
は
次
の
と
お
り
。

第
９
次
侵
略
を

  

心
に
刻
み
語
り
継
ぐ
平
和
の
旅
②

中
央
執
行
委
員
　
須
藤
開

気
仙
支
部
で
新
体
制
確
立

新
採
用
職
員
正
採
用
お
め
で
と
う
！

支
部
長
に
口
岩
喜
幸
さ
ん
が
再
任

気
仙
支
部
で
昼
食
交
流
会
を
開
催

県
職
労
か
ら
は
代
議
員
15
人
が

出
席
し
た
。

　

冒
頭
で
及
川
隆
浩
執
行
委
員

長
は
、
２
０
２
４
公
企
統
一
闘

争
、
確
定
闘
争
の
取
り
組
み
課

題
に
触
れ
「
実
質
賃
金
の
マ
イ

ナ
ス
の
実
態
、
東
北
各
自
治
体

で
は
初
任
給
格
付
け
を
４
号
上

位
に
改
善
さ
れ
て
い
る
実
態
な

ど
、
人
事
院
勧
告
以
上
の
賃
上

げ
が
必
要
。
ま
た
、
生
活
実
態

を
踏
ま
え
、
扶
養
手
当
の
維
持

が
求
め
ら
れ
る
。
労
働
組
合
は

『
数
は
力
』
で
あ
り
、
多
く
の

仲
間
が
集
ま
り
、
討
論
を
重
ね
、

要
求
を
積
み
上
げ
、
交
渉
で
当

局
に
要
求
の
重
要
性
等
を
理
解

さ
せ
る
こ
と
が
必
要
」
と
挨
拶
。

　

そ
の
後
、
佐
藤
書
記
長
が
議

案
を
提
起
し
、
県
職
労
代
議
員

か
ら
、
会
計
年
度
任
用
職
員
の

処
遇
や
人
員
確
保
、
今
後
の
確

定
闘
争
に
向
け
た
取
組
、
組
合

加
入
促
進
の
取
組
に
つ
い
て
発

言
し
て
議
案
を
補
強
し
、　

全

て
の
議
案
は
承
認
さ
れ
た
。
県

本
部
役
員
選
挙
で
、
県
職
労
か

ら
小
田
嶋
智
昭
副
執
行
委
員
長
、

武
田
渓
介
執
行
委
員
、
須
藤
開

執
行
委
員
、
口
岩
喜
幸
監
査
委

員
の
４
人
が
選
任
さ
れ
た
。

件
を
追
悼
す
る
施
設
で
あ
り
、

日
本
軍
に
よ
る
多
く
の
一
般
市

民
、
捕
虜
、
敗
残
兵
、
便
衣
兵

の
虐
殺
及
び
略
奪
・
暴
行
・
性

暴
力
・
放
火
な
ど
の
蛮
行
を
行

っ
た
事
実
を
パ
ネ
ル
や
展
示
物

で
表
さ
れ
て
い
た
。

 

性
暴
力

　

戦
闘
と
は
全
く
無
関
係
の
中

国
人
女
性
へ
の
性
暴
力
も
行
わ

れ
、
老
幼
に
関
わ
ら
ず
妊
婦
ま

で
も
が
免
れ
る
こ
と
は
で
き

ず
、
当
時
１
か
月
で
数
万
件
も

の
性
暴
力
が
あ
っ
た
と
さ
れ
て

い
る
。
こ
の
背
景
に
あ
る
も
の

は
、
対
中
国
戦
争
に
お
い
て
兵

の
補
給
の
体
制
が
整
わ
な
い
ま

ま
で
の
南
京
進
軍
に
不
満
を
抱

き
、
そ
の
は
け
口
と
し
て
現
地

の
女
性
に
対
す
る
性
暴
力
が
行

わ
れ
た
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
の

蛮
行
に
対
し
て
軍
の
上
官
も

「
兵
の
元
気
を
つ
く
る
の
に
却

っ
て
必
要
」
と
い
う
理
由
で
黙

認
す
る
風
潮
が
あ
っ
た
。

　

私
は
、
自
分
た
ち
の
私
利
私

欲
を
満
た
す
た
め
に
性
暴
力
し

た
と
い
う
事
実
、
上
官

も
黙
認
し
て
い
た
と
い

う
こ
と
に
つ
い
て
、
ど

ん
な
理
由
が
あ
っ
て
も

許
さ
れ
な
い
残
虐
な
行

為
で
あ
る
と
感
じ
た
。

 

「
百
人
斬
り
」
競
争

　

虐
殺
行
為
を
す
る
中

で
、
日
本
軍
は
殺
人
試

合
と
称
し
て
よ
り
多
く

の
中
国
人
を
殺
し
た
。
写
真
の

記
事
は
、
２
人
の
将
校
が
ど
ち

ら
が
先
に
１
５
０
人
目
を
殺
せ

る
か
殺
人
試
合
を
続
け
る
と
い

っ
た
内
容
の
記
事
で
あ
る
。
殺

人
を
ゲ
ー
ム
感
覚
で
や
っ
て
、

人
の
命
を
粗
末
に
す
る
行
為
を

当
時
の
日
本
軍
は
ハ
エ
か
虫
を

殺
す
よ
う
な
感
覚
を
持
っ
て
い

た
。
腹
立
た
し
い
気
持
ち
を
私

は
持
っ
た
。

員
５
人
と
幹
事
ら
が
出
席
し
、

新
採
用
職
員
の
正
式
採
用
祝
い

と
参
加
者
ら
の
交
流
を
図
っ
た
。

始
め
に
本
部
か
ら
こ
れ
ま
で
の

取
組
成
果
な
ど
に
つ
い
て
話
を

も
ら
っ
た
。
そ
の
後
、
先
輩
組

合
員
か
ら
、
組
合
に
入
っ
た

き
っ
か
け
や
入
っ
て
良
か
っ
た

こ
と
、
新
採
用
職
員
か
ら
半
年

間
仕
事
を
し
て
み
て
、
今
後
の

抱
負
に
つ
い
て
話
を
も
ら
い
、

交
流
を
深
め
た
。

　

先
輩
組
合
員
か
ら
は
、
共
済

や
異
動
希
望
の
申
請
、
部
局
を

超
え
た
人
の
つ
な
が
り
が
持
て

る
こ
と
が
良
い
点
と
発
言
が

あ
っ
た
。
新
採
用
職
員
か
ら
は

今
後
の
車
の
運
転
を
心
配
す
る

発
言
が
多
く
聞
か
れ
た
の
で
、

組
合
共
済
を
有
効
活
用
い
た
だ

き
た
い
。

　

最
後
に
佐
藤
青
婦
部
長
か
ら
、

「
組
合
費
は
役
員
へ
の
手
間

賃
」
「
誰
か
が
や
る
で
は
な
く
、

自
分
事
と
し
て
受
け
止
め
て
欲

し
い
」
と
加
入
を
呼
び
か
け
た
。

今
後
も
職
場
を
越
え
た
つ
な
が

り
を
継
続
・
拡
大
す
る
た
め
、

10
月
26
日
（
土
）
に
ボ
ー
リ
ン

グ
交
流
会
を
実
施
予
定
。

▲気仙支部での学習会のようす

【
気
仙
支
部
】

支
部
長

口
岩　

喜
幸（
土
木
セ
ン
タ
ー
）

副
支
部
長

山
口　

正
希
（
水
産
振
興
セ
ン
タ
ー
）

書
記
長

佐
藤　

徹
郎
（
農
林
振
興
セ
ン
タ
ー
）

書
記
次
長

横
澤　

嘉
宗
（
地
域
振
興
セ
ン
タ
ー
）

執
行
委
員

今
野　

博
貴
（
保
健
福
祉
環
境
セ
ン
タ
ー
）

髙
間
舘
大
斗
（
農
林
振
興
セ
ン
タ
ー
）

多
田　

浩
美
（
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー
）

伊
藤　

沙
南
（
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー
）

東
城　

直
貴（
土
木
セ
ン
タ
ー
）

荒
木　

貴
郎
（
水
産
振
興
セ
ン
タ
ー
）

会
計
監
事

白
藤　

裕
久
（
保
健
福
祉
環
境
セ
ン
タ
ー
）

大
槻　

康
幸
（
地
域
振
興
セ
ン
タ
ー
）

口岩気仙支部長

働く者が安心できる社会の実現を
自治労県本部第60回定期大会

　

東
北
の
仲
間
と
女
性
の
働
き
方
に
つ
い
て
、
基
調
講
演
や
分

散
会
討
論
か
ら
、
現
状
感
じ
て
い
る
不
安
や
本
音
を
出
し
合
い
、

働
き
続
け
ら
れ
る
職
場
を
考
え
合
う
場
と
し
て
第
45
回
自
治
労

東
北
地
連
女
性
集
会
が
下
記
の
日
程
で
開
催
さ
れ
ま
す
。
積
極

的
な
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。
な
お
、

男
性
の
青
年
の
参
加
も
可
能
で
す
。

第45回自治労東北地連
　  女性集会が開催されます

第44回自治労東北地連女性集会の様子

分散会の様子

日
程
：
11
月
16
日
（
土
）
〜
17
日
（
日
）

場
所
：
新
潟
県 

新
潟
市

第
１
次
集
約
：
10
月
末

最
終
集
約
：
11
月
上
旬


